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これらすべてがイスラエルの十二部族である。これが、彼らの父が語り、祝福した言葉

である。父は彼らをそれぞれにふさわしい祝福をもって祝福した。(創世記 49 章 28 節) 

 

イスラエル（ヤコブ）は、死の日が近づくと、「ヤコブの子らよ、集まって聞きなさい。

父イスラエルに耳を傾けなさい」と、子どもたちに最後の祝福の言葉を語った。その言葉

は厳しい裁きもあるが、祝福と捉えられている。ルベン、シメオン、レビ、ユダ、そして

ヨセフに関する祝福の言葉は、その生き様も述べられているが、その他の息子たちには、

イスラエル 12 部族が置かれた状況の説明が多く、「部族の詞」と言われるものである。「ヤ

コブの祝福」は、士師時代の状況を反映していると言われている。ヤコブの祝福の言葉通

り、イスラエル 12 部族がイスラエルの国を担い合って治めたと、事後預言を記している。 

ゼブルンに関して。「ゼブルンは海辺に住む。そこは舟の着く岸辺。その境はシドンに至

る。」ゼブルン族が受けた分割地は地中海沿岸で、その境はシドンに接していた。 

イッサカルに関して。「イッサカルは力強いろば／… 肩をかがめて荷を担ぎ／苦役の労

働に従事する。」イッサカル族は肥沃な土地を受け継いだが、カナン人に隷属し、ろばのよ

うな奴隷的境遇を味わった。 

ダンに関して。「ダンは道端の蛇となり、小道のほとりの毒蛇となる。馬のかかとをかむ

と／乗り手は落ちる。」ダン族は小さいが、道端の蛇のように、馬の踵を噛んで、乗り手を

落馬させる怖さを持つ民族となる。ダン族は小さい部族であるが、「主よ、私はあなたの救

いを待ち望む」と、弱者を顧み、救う神を望むと書き加えられている。 

ガドに関して。「ガドには略奪者が襲いかかる。だが彼はそのかかとを襲う。」ガド族は、

ヨルダン川東岸を分割されたが、しばしば砂漠の民の略奪に晒された。彼らの踵を「襲う

（グド）」は「ガド」の語呂合わせだろう。 

アシュルに関して。「アシュルは豊かな食べ物を産みだし／王に美食を差し出す。」カル

メル山の北側の肥沃な海岸沿いの土地が与えられ、王に食料を提供した。 

ナフタリに関して。「ナフタリは放たれた雌鹿。美しい子鹿を産む。」ナフタリ族は、パ

レスチナの北部に定住し、「美しい子鹿を産む」肥沃と繁栄を得た。 

ヨセフに関して。ヨセフの人生も波乱万丈であった。兄弟に奴隷としてエジプトに売ら

れ、孤独と苦難の中、神が共におられ、夢解きの能力によってファラオに次ぐ宰相になり、

エジプトを統治する者になった。飢饉のカナンから食料を求めて兄弟が来たが、身を明か

さず、自分を売ったことをどのように考え、父や末の実弟ベニヤミンにどのように対して

いるかを様々な策略をもって試した。ユダの嘆願を聞いて、「私はあなたがたがエジプトへ

売った弟のヨセフです。しかし今は、私を売ったことを悔やんだり、責め合ったりする必

要はありません。命を救うために、神が私をあなたがたより先にお遣わしになったのです」

と、赦しと和解を告げた。彼は、私たちは神の救いの中に置かれていると信仰告白したの

である。ヤコブは、ヨセフを「ヨセフは実を結ぶ若木／泉のほとりで実を結ぶ若木。枝は

石垣を越えて伸びる」と称え、「これは、ヤコブの力ある方の手によるもの／イスラエルの

石である牧者の名によるものである」と、神のご計画だと神を賛美している。 

ベニヤミンに関して。「ベニヤミンはかみ裂く狼。朝には獲物に食らいつき／夕べには奪

ったものを分け合う。」ヤコブの愛子ベニヤミンは「狼」と言われている。ベニヤミン族は、

勇猛果敢な部族であった。 


